
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
）

〇

〇
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〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
四
年
二
月
十
六
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
一
〇
五

二
四
、

二
、

三

田
中

宏
征

四
一
〇
六

二
四
、

二
、

三

田
中

恵
子

四
一
〇
七

二
四
、

二
、

三

栗
田

哲
夫

四
一
〇
八

二
四
、

二
、

三

菅
原

英
子

〇
法
務
省
告
示
第
五
十
五
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
六
日法

務
大
臣

小
川

敏
夫

住
所
静
岡
県
御
殿
場
市
小
倉
野
6
4番
地
2
7

ハ
ル
ー
ン
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ソ
レ
イ
マ
ン
・
ア
ル
サ
ワ

ル
カ
昭
和
4
3年
４
月
１
日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
松
野
通
３
丁
目
２
番
８
号

グ
ェ
ン
・
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ア
イ
ン
昭
和
5
2年
１
月
1
0

日
生

住
所
京
都
府
宇
治
市
平
尾
台
２
丁
目
1
3番
地
1
8

Ô
大
貴
平
成
３
年
７
月
１
日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
脇
浜
町
３
丁
目
５
番
1
9
`
6
1
0号

楊
育
瑾
昭
和
5
1年

1
1月

1
8日
生

住
所
岡
山
県
倉
敷
市
水
島
南
亀
島
町
2
0番

3
7号

盧
寶
珠
昭
和
2
7年
６
月
６
日
生

住
所
東
京
都
江
東
区
北
砂
５
丁
目
８
番
５
号

武
進
昭
和
4
8年
７
月
2
6日
生

住
所
福
岡
市
博
多
区
美
野
島
２
丁
目
2
9番
２
`
3
0
1号

付
千

平
成
1
8年
６
月
1
2日
生

住
所
名
古
屋
市
中
区
大
須
３
丁
目
６
番
３
号

郭
朋
英
昭
和
4
7年
３
月
1
9日
生

郭
由
弥
平
成
1
9年

1
2月

1
2日
生

住
所
大
阪
市
浪
速
区
湊
町
２
丁
目
２
番
1
0
`
2
7
0
3号

H
美
久
昭
和
3
3年
５
月
９
日
生

住
所
福
岡
県
糸
島
市
神
在
1
3
0
1番
地
４

辛
÷
一
昭
和
4
4年
７
月
９
日
生

〇
防
災
街
区
整
備
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

を
認
可
し
た
件
（
国
土
交
通
一
七
二
）

N

〇
低
排
出
ガ
ス
車
認
定
実
施
要
領
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
一
七
三
）

〔
告

示
〕

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
登

録
政
治
資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者

を
公
告
す
る
件（
政
治
資
金
適
正
化
委
九
）

J

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
五
五
）

〇
ツ
バ
ル
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
ツ
バ
ル
政
府
と
の
間
の
書
簡

の
交
換
に
関
す
る
件
（
外
務
三
八
）

K

〇
ナ
ウ
ル
共
和
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関

す
る
日
本
国
政
府
と
ナ
ウ
ル
共
和
国
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
同
三
九
）

〇
在
外
教
育
施
設
の
認
定
等
に
関
す
る
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
件（
文
部
科
学
二
二
）

〇
介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金
の
算

定
等
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
平

成
二
十
四
年
度
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金

の
算
定
に
関
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
率
及
び
額
を
定
め
る
件

（
厚
生
労
働
五
三
）

L

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
四
〇
二
〜
四
〇
七
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
四
〇
八
〜
四
一
二
）

M

〇
特
定
改
造
自
動
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
相
当
値
の
算
定
実
施
要
領
の
一
部
を
改

正
す
る
件
（
同
一
七
四
）

O

〇
指
定
区
間
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
同
一
七
五
）

P

〇
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
場

を
製
造
認
定
事
業
場
と
し
て
認
定
し
た
件

（
同
一
七
六
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
一
五
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
二
五
、
二
六
）

〔
国
会
事
項
〕

Q

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

内
閣
府

財
務
省

最
高
裁
判
所

Q

〔
皇
室
事
項
〕

R

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

農
林
水
産
省
・
林
野
庁
・
水
産
庁
国
民
保
護

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

（
農
林
水
産
省
・
林
野
庁
・
水
産
庁
）

R

法

務

公
証
人
任
免
（
法
務
省
）

R

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

R

最
低
工
賃
の
廃
止
決
定
に
関
す
る
公
示

（
静
岡
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
一
）

最
低
工
賃
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
愛
知
労
働
局
最
低
工
賃
公
示
一
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
国
土
調
査
と
同
一
の

効
果
が
あ
る
も
の
と
し
て
の
指
定
の
公
告

（
国
土
交
通
省
）

J
I

〔
資

料
〕

閣
議
決
定
等
事
項

J
I

平
成
二
十
三
年
十
二
月
中
国
際
収
支
状
況

（
速
報
）
及
び
平
成
二
十
三
年
中
国
際
収
支

状
況
（
速
報
）（
財
務
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
司
法
書
士
懲
戒
処
分
関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

K
R

˜
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